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１ はじめに 

  自分たちは、部活動でマイコンカー研究・開発 

  を希望した。 

 

２ 研究の内容 

 ・アナログの固体値を調べるための計測機器 

 ・GRpeachマイコン搭載の車体設計 

 ・画像処理マシンの製作 

 

3 研究の内容 

（１）アナログセンサの固体値の測定 

  アナログの固体差を調べる理由は、アナログセン  

 サで使われるアナログ値に左右で大きな差がある  

 と、ラインをとらえて走行することができないため、調  

 べる必要があった。 

  測定している様子 

 

   アナログセンサの値はコースの黒、白、灰色で  

  値を測定し、センサの個体差を確認します。 

 

  これはコースが白の場合の測定時の値になります 

            測定した値 

 三つの値からセンサの個体差は広くないことがわか

ります。次にコースが黒と灰色の場合も同じように測

定もします。  

黒を測定したときコースが白の時よりも、値が大きく  

離れていることが分かったので、アナログセンサをひ

とつひとつ測定し、白、黒、灰のアナログ値の差がで

きる限り、少ないアナログセンサ同士をセットとして使

うと、より正確な右センサと左センサの差分値を得るこ

とが できるようになります。 

今まで、アナログセンサ値をみてセンサを作ること  

はしていなかったのですが、一つ一つの特性を測定

して製作すると、より正確で安定した走行ができるよう

になった。 

 

 

(2)GR ピーチ搭載マイコンカーの車体設計 

 GR-PEACHでカメラを使って、ライントレース制御  

を行うための車体を設計した。今回は、先輩が設計

製作した Basicの車を改造することにした。 

アッカーマン機構に必要な部品をそのまま利用して

製作することに決めた。 

                       

         先輩の設計した図面 

 

                     

          設計した図面 

  設計を終えたら、設計したシャーシ 1枚 1枚を厚

紙に印刷してモックアップを実施していきます。モック

アップをすることで、実際に車体を組み立てる時の問

題を明確にすることができます。作ってからでは遅い

ので、作る前に入念に確認をすることが大切です。 
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モックアップした車体 

 モックアップが終了したら、再度図面との違いがな 

いかの確認を行っていき、間違いがなければ実際 

にシャーシを CNC フライス盤で削っていきます。 

           切削したメインシャーシ 

 

(3)画像処理 

 去年先輩方が設計して、使用していた車体を改造

していきました。改良点は基板とプログラムとシャーシ

です。 

 これは、今までのマイコンカーにつけ加える基板  

の PCBデータです。 

       画像処理の基板の PCBデータ 

 何度も試作をくり返し、前回よりも軽量化を実現、部

品点数を減らすことが出来ました。 

新たに製作したした基盤の上に RXマイコンを搭載  

することで、 カメラへのクロックや、カメラへの電源を

供給する工夫がしてあります。 

         画像処理車体の全体図 

 

 シャーシ面での改良はカメラの先を照らす LED基

板を固定するシャーシがカーボンで製作していまし

たが、坂から落ちた時に、下の写真のように柱となる

部分が割れてしまいました。そこで素材をジュラルミ

ンに変更し肉抜きなどは、去年から使用している大垣

工業の規格を利用して製作しました。 

          変更したシャーシ   

 まだ画像処理は、知識が低く改善点などは無数  

にあります。来年は、後輩がこの画像処理を引き継い

で改善し、 今よりも、もっともっと速く安定した走りを

している姿を見れると良いと思います。そのために

も、今出来ることをやって、少しでも、後輩の夢が叶え

れるように、残りの学校生活を最後までしっかりとやり

きります。 


